
 
 
 
 
 
 
 
 
【財団法人松下政経塾とは】  

パナソニックの創業者である、塾主 松下幸之助は、自らの経験と直感から、数十年前に、「日本はますます混迷の度

を深めていく」と今日の日本の危機的状況を予見していました。 この難局を打開するためには「新しい国家経営を推進

していく指導者育成が、何としても必要である」との思いから、私財 70 億を投じ、1979 年、財団法人松下政経塾を設立

しました。 塾生は全寮制で、寝食を共にしながら 3 年間の研修を行います。 しかしながら、常勤の講師はいません。 

理想の国家経営はどうあるべきか、各自仮説を立て、現場での体験を重ね、仲間たちと研鑽を積みながら自得していく、

「自修自得」「現地現場」「切磋琢磨」などを研修の基本方針としています。 そして、卒塾後は、理想の実現に向け、自

らの道を切り開いていきます。 

【卒塾生の進路】 

 

                      （2010 年 5 月 7 日現在、松下政経塾ホームページより抜粋）  

 

開催日時：７月３日（土）１３時００分～１６時３０分 

会場：松下政経塾 茅ヶ崎本部 （現地集合） 

目的：塾生との交流等を通し、 「志」をたてて学生生活を過ごすことの大

切さに気づく 

 

申込受付：６月１４日（月）～ 

募集人数：１５名 

申込場所：就職キャリア支援事務室（和泉キャンパス・第一校舎１階） 
 

就職キャリア支援事務室（和泉キャンパス） 

政治家 70 人

政策スタッフ 8 人政治分野 

政治活動中 26 人

104 人 43.0% 

会社経営/自営 30 人
経済分野 

会社役員/会社員 38 人
68 人 28.1% 

教職員 15 人

シンクタンク/団体職員 16 人研究・マスコミ分野 

マスコミ 9 人

40 人 16.5% 

その他 30 人 30 人 12.4% 

計 242 人 242 人 100% 


